
準決勝戦 第 3 試合
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【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

　得点のチャンスにしっかりと点を取ることができた。みんなが良い集中力を発揮していた。スラップ打法の際の
ボールの見極めや精度が課題なので、しっかりと調整していきたい。明日の決勝戦は、試合を楽しみ、重信中
学校に打ち勝ちたい。

【　男子　】 Ｂ球場（松山中央公園南）

＜先攻＞（池川中）　　　　　○　井上　匠　　　－　山中紫音　

主将談

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱  く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（鳴教大附中）　　●　髙島宏司朗　－　立石雄祐大

＜本塁打＞

＜三塁打＞　

＜二塁打＞　

【勝者インタビュー】

“巧みな小技と走塁で、相手守備を乱して大量得点！！  ”

　ピッチャーが好投し、リズム良く攻撃ができた。ヒッティングを心がけ、相手投手を打ち崩すことができたので、
理想的な得点加算の試合展開となった。今日は、２人の投手がよく頑張ってくれた。明日の決勝戦は重信中学
校の八木投手との対戦となるので、しっかりと打ち崩して勝ちたい。

鳴門教育大学
附属中学校

＜池川中　見事な投球で完封勝利を収めた井上投手＞

　序盤は両投手の投手戦の様相を見せていたが、３回池川中が、１・３塁から巧みな走塁で守備の乱れを呼
び、２点を先制。４回にもエラー内野安打をからめて１点を追加、５回には２アウトから３連打、エラー、ワイルド
ピッチを呼びこみ、一挙４点をあげてコールド勝ちを収めた。
　池川中の洗練された守備力、攻撃力が十分に発揮された試合であった。

好投むなしく、相手のたくみな攻撃に失点許す鳴大教附中…

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

池川中学校（高知県）

＜鳴教大附中　ライズボールが冴えた髙島投手＞
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